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第２２回定例会議事日程 
 

１ 日  時    平成２０年３月２６日（水）午後２時 

 

２ 場  所    八王子市役所  ６階 ６０２会議室 

 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第８０号議案 八王子市立学校教職員の処置の内申に関する事務処理の報告

について 

第２ 第８１号議案 八王子市立学校教職員の指導に関する事務処理の報告につい

て 

第３ 第８２号議案 八王子市教育委員会事案決定規程の一部を改正する訓令につ

いて 

第４ 第８３号議案 八王子市立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規

則設定について 

第５ 第８４号議案 八王子市立学校事案決定規程の一部を改正する訓令について 

第６ 第８５号議案 個人情報保護管理責任者及び個人情報保護管理主任となる職

を定める訓令について 

第７ 第８６号議案 学校運営協議会を設置する学校の指定について 

第８ 第８７号議案 八王子市体育指導委員の委嘱について 

 

４ 報告事項 

・子ども夢・感動体験事業の実施結果について 

・平成２０年度催し物等一覧について 

・ 高尾の里拠点施設等基本設計の概要について 

 

 

 

第２２回定例会追加議事日程 
 
１ 日  時    平成２０年３月２６日（水）午後２時 
 
２ 場  所    八王子市役所 ６階 ６０２会議室 
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３ 会議に付すべき事件 

第1 第８８号議案    八王子市立学校教職員人事の内申に関する事務処理の報告について 

第２ 第８９号議案   主幹教諭が担当する校務の範囲等に関する基準を設定する訓令につい
て 

第３ 第９０号議案   八王子市立学校教職員服務規程の一部を改正する訓令について         
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【午後２時００分開会】 

○小田原委員長  大変お待たせいたしました。本日の委員の出席は４名でございますので、本日

の委員会は有効に成立いたしました。 

これより平成１９年度第２２回定例会を開会いたします。 

日程に入ります前に、本日の会議録署名員の指名をいたします。 

本日の会議録署名員は ３番 川上剋美委員にお願いします。 

なお、本日追加日程の提出がありましたが、これについても議題といたしたいと思いますが、

御異議ございませんか。 

（はいの声あり） 

○小田原委員長  異議ないものと認めます。 

また、議事日程中、第８０号議案及び第８１号議案、並びに追加日程第８８号議案につきま

しては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項及び第７項の規定により非

公開といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

○小田原委員長  異議ないものと認めます。 

それでは、そのほかの案件について進行いたします。 

 
 
○小田原委員長  日程第３、第８２号議案から日程第６第８５号議案までの４議案、追加日程第

８９号議案及び第９０号議案の２議案については、相互に関連いたしますので一括議題に供し

ます。各案につきまして事務局から御説明願います。 

○天野教育総務課長  第８２号議案からの分でございますけれども、私ども教育総務課と指導室

にかかわる分がございますので、指導室のほうから御説明させていただきます。 

○古川指導室主査  私のほうからまず、指導主幹教諭が担当する校務の範囲等に関する基準を設

定する訓令について、第８９号議案から説明させていただこうと思いましたが…… 

○天野教育総務課長  申しわけありません。教育総務課のほうから御説明させていただきます。 

〇後藤教育総務課主査  それでは、ただいま一括議題となっています第８２号議案、８３号議案、

８４号、８５号議案について御説明申し上げます。 

   まず、８５号議案の次についております「学校教育法改正に伴う関係規則等の改正について」

の説明資料をごらんいただきたいと思います。Ａ３版の資料になります。 

左側にあります学校教育法上の職についてでございますけれども、網かけしてございます副

校長、主幹教諭、その下の指導教諭が、学校教育法が改正されたことで新たに設けられました。

これまでの教頭につきましては、一定の事案決定権を有していましたが、根拠となる事案決定

規程が現実的に機能していない状況もありましたことと、学校によりまして処理すべき職務の

範囲や責任の度合いが相違しておりました。そこで、これまでの教頭の権限の拡充を図るとと

もに、校長決定事項の一部を移譲しまして、副校長職を規定しております。 
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   右上の「八王子市立学校の管理運営に関する規則の改正（概要）」をごらんいただきたいと思

います。ここで副校長職について規定しようとする内容ですか、学校教育法上の副校長の職の

規定と教頭の職の規定の両方を含んでおります。したがって、八王子市立小・中学校の副校長

については、八王子以外の他市、２３区も同様でございますけれども、副校長の仕事と教頭の

仕事の両方を担っていただくことになります。 

   副校長の職務についてですけれども、第７条第２項にありますとおり「副校長は、校長を助

け、命を受けて公務をつかさどり、及び校務を整理する」というように規定してございます。

この内容は、同条第４項で委員会が別に定めることとしまして、具体的には、副校長の委任事

項ということで資料のほうをお配りしてございますけれども、内容についてはそれを想定させ

ていただいています。教頭の職は、これまでの学校教育法第２８条第４項の規定と同じとしま

して、同条第３項としております。また、学校教育法では、「副校長は、置くことができる」と

いう規定でございますけれども、必ず置く教頭の職を兼ねておりますので、第１条にあります

ように「学校に副校長を置く」というような規定をしてございます。 

   次に、主幹教諭についてでございますけれども、これまで八王子市を含め東京都では、独自

に主幹職を置いておりました。ここの学校教育法の改正に伴いまして、これまでの主幹職に相

当する主幹教諭を新たに設けることといたしましたので、八王子市立学校の管理運営に関する

規則におきましても、主幹教諭の規定を設けております。文言はかなり変わっておりますけれ

ども、内容としては大きな変更はございません。これまで原則として、教務主任、生活指導主

任、進路指導主任を兼務することとしておりましたけれども、第７条の３第４項にありますよ

うに「主幹教諭が相当する校務の範囲は、教育委員会が別に定める基準に基づき、校長が決定

する」として、校長に委ねることといたしました。なお、委員会が別に定める基準は、後ほど

の８９号議案で御審議をいただくようになります。 

   以上が第８３号議案の主な内容です。 

   関連します第８２号議案、８４号議案、８５号議案については、教頭を副校長としたことに

伴う改正が主なものです。なお、８４号議案の八王子市立学校事案決定規程には、新たに位置

づけします副校長の権限に属する事務の決定権限、決定手続等を規定しておりました。これは

第３条になります。また、第８５号議案の個人情報保護管理責任者及び個人情報保護管理主任

となる職の指定につきましては、これまで平成８年に教育長訓令により規定していたものです

か、平成１５年に教育長に委任する事項を整理した際、教育委員会訓令として規定し直すこと

を述べていたものでございまして、これまでの教育長訓令は廃止して規定するものということ

で、教育委員会の訓令として新たに設定したいと思っております。 

   最後に、第８２号議案の教育委員会事案決定規程の改正にあります、「広報及び広聴」につい

てですけれども、八王子市では、広聴と広報につきましては、「公」ではなく「広」という漢字

を充て、広聴と広報の順で言いあらわしていますので、教育委員会事務局処務規則と同様に、

今回、規定整備を行うものでございます。 

   教育総務課からは以上でございます。 
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〇小田原委員長  続けてどうぞ。 

〇古川指導室主査  続きまして、第８９号議案、主幹教諭が担当する校務の範囲等に関する基準

を設定する訓令について、説明させていただきます。   

   先ほど御説明しましたとおり、八王子市学校管理運営規則の第７条の３におきまして「主幹

教諭を置くこととする」ということで規定しております、その主幹教諭につきまして、同規則

の第７条の３第４項におきまして「主幹教諭の担当する校務の範囲を委員会で定める」、この規

定に基づきまして、今回の基準を設定する訓令を議案として提出いたしました。 

   内容といたしましては、関連資料としてつけさせていただきました「主幹職が兼務する主任

及び担当する校務の範囲等に関する基準」をもとに作成しております。こちらのほうは、現行

の主幹職につきましては、主任を兼務するという形をとっておりましたけれども、新しく主幹

教諭につきましては、この主任の職務を抱合するという考えがありますので、主任を兼務する

という考え方がなくなりました。その関係上、こちらの現行の主幹職が兼務する主任及び担当

する公務の範囲等に関する基準は、すべて附則において廃止いたしまして、新しく基準を設定

するものでございます。 

   教育総務課が説明いたしましたように、内容につきましては、現行の主幹職が主任を兼務し

た後の職務内容と、新たに設定します主幹教諭の職務内容は同じように設定してございます。 

   １点だけ、基準におきまして、第３の２にございますけれども、こちらのほうを新しく設定

させていただきました。「主幹教諭に上記に規定する校務の範囲以外の校務を担当させることが

できる」。この場合は協議が必要となりますけれども、こちら、教育活動において学校の運営が

より適正に進められるよう、校長の考えにおいて教育委員会と協議をした結果、弾力的に主幹

にこれまでの主任を兼務させないこともできるという規定も設けました。  

   以上が、８９号議案でございます。 

   続きまして、９０号議案、八王子市立学校教職員服務規定の一部を改正する訓令でございま

すが、こちらのほうは、学校管理運営規則で、教頭を副校長と改めることに伴いまして、文言

を教頭から副校長に改めるものでございます。 

   以上でございます。 

○小田原委員長  事務局からの説明は終わりました。本案について御意見ございますか。 

○水﨑委員  いろいろあって頭の中がなかなか整理できないんですけど、こういうことをするこ

とによって、学校の運営というのはしやすくなるんですか。それとも、特に変わることはなく

今までどおりなんですか。負担が大きくなるとか、そういった学校の先生方の動きに影響とい

うのは、どの程度なんでしょうか。 

○天野教育総務課長  ここで、副校長ということでこれまで呼称の部分がありましたけれども、

役割として、校長、副校長の役割というのが明確化してきたという部分があります。ですから、

内容的には、責任というか、決定の関係が明確になったという部分で、特に内容的には変わら

ないと思います。現実的には。 

〇水﨑委員  副校長先生自身は、今よりも動きやすい。特に変わらない。 



 －７－

○天野教育総務課長  動きやすくなると思います。 

○小田原委員長  内容的に変わらないのに何で変えるの？ 変える意味があるから変えるんじゃ

ないの？ 

○天野教育総務課長  副校長に関しましては、これまで教育長が校長に権限をすべて委任してお

りましたけれども、その一部を副校長に委任させています。これまでは法的な裏づけがなかっ

たために、そういったことはできずに、すべて校長に委任しておりました。副校長に委任する

ことによって、副校長自体の責任において副校長自身が考え行動するということで、副校長を

含め組織的に学校が教育の課題に向けて動いていけるという体制をつくるものになっています。 

○小田原委員長  もっともっとあるはずなんですよ。学校教育法のとおりに東京都も八王子もし

ていないわけでしょう。 

○天野教育総務課長  はい。 

○小田原委員長  何で東京都がしなくて八王子もしないわけですか。 

○天野教育総務課長  東京都とは同じにしています。 

○小田原委員長  東京都も八王子も、何で学校教育法のとおりの人事配置を考えないんだ。それ

をしたいんだけれども、今その余裕がないから、だから今回は、教頭は全部副校長にするわけ

だけれども、教頭は置かないわけですよ。置くことができるんだけど。その前段階としては、

今こういう改正をするんだという位置づけは明確にしておかないと、今の水﨑さんの質問には、

答えにならないわけでしょう。もっと学校を組織的にするというのはどういうことなのか。そ

れを整えているわけですよ。これがいいか悪いかという話は立場によって違ってくるだろうと

思うけれど、学校としてはやりやすい形を整えてきている。じゃ、仕事はどうなのか。仕事は

きちんとやりなさいという、それも明確化されてきているわけですね。そういった意味では、

忙しくなるかもしれませんね。 

○天野教育総務課長  役割として確かに明確になってきていますから。 

○小田原委員長  明確になってくるからね。権限も、主幹にはきちんと法的に与えると。それに

あわせて管理運営規則もそういうふうにしているということだよね。だから、そういうふうに

きちんと言わないとまずいんじゃない。変わらないのではなくて、これによって学校も変えて

いくんだと。 

   ほかにいかがですか。将来的には教頭を置くようにしたいですよね。ただ、教頭を置くより

は教員を一人置いたほうがいいから……。 

〇石川教育長  おわかりになりますか。要するに、学校教育法は、校長がいて、副校長がいて、

教頭がいて、主幹、指導教諭がいて、教諭がいるんですよ。東京都は教頭職を副校長に代えて

教頭を置かないと、こういうことを言っているわけですよ。 

〇小田原委員長  教頭職を置いたら増員になるわけですよね。しかも管理職手当がつくわけだか

ら、その財源というのが大変になってくる。それだったら教員を一人多く置いといたほうがい

いとなるわけだよね。その財源があるならばね。教員の格付けがいいのかという話は別にある

だろうけれども、モラルアップにもなるだろうし、責任も果たすだろうし、指導体制というか、
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教員の質を上げるための指導体制というのもできてくるだろう、そういうことですよね。それ

を期待したいと思いますけど。ただ、学校を回ってみて、必ずしも校長、教頭、副校長が評判

がよくない部分もありますので、ぜひ悪の再生産にならないようにしていただきたいと思いま

す。 

   では、よろしいですか。ということで、８２号議案から８５号議案、８９号議案及び９０号

議案まで一括して御異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

○小田原委員長  では、御異議ないものと認めます。よって、第８２号議案から第８５号議案、

第８９号議案及び第９０号議案につきましては、そのように決定することにいたしました。 

   次に、日程第７、第８６号議案、学校運営協議会を設置する学校の指定についてを議題に供

します。本案について教育総務課から説明願います。  

○天野教育総務課長  それでは、８６号議案でございます。学校運営協議会を設置する学校指定

について御説明いたします。説明は町田主査から行います。 

〇町田教育総務課主査  第８６号議案、学校運営協議会を設置する学校の指定についてでござい

ます。去る平成２０年１月１６日の教育委員会定例会におきまして御了解いただきました平成

２０年度よりの地域運営学校の試行校４校につきまして、八王子市立学校における学校運営協

議会の設置等に関する規則第３条の規定に基づき、学校運営協議会を設置する学校として指定

する議案でございます。 

   指定する学校は、陶鎔小学校、浅川小学校、元八王子中学校、城山中学校でございます。 

   この間に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４７条の５第９項の規定に基づきま

して、東京都教育委員会に協議し、３月４日付回答文書を３月６日に収受いたしております。

本日議案として上程することとなったものでございます。 

   なお、学校運営協議会の委員についてでございますが、本日学校の指定を決定いただきまし

たら、規則第４条第２項の規定に基づきまして、指定学校の校長より委員が推薦される予定で

ありまして、規則第４条第４項により、これを尊重して、教育長において決定する予定でござ

います。追って教育委員会定例会にて御報告いたします。 

   また、平成１９年度地域運営学校を試行実施しております宮上中学校の学校運営協議会委員

につきまして、定数１０名に満たない状況であるために、増員したい意向がございます。これ

につきましても決定した後に御報告させていただきたいと思っております。 

以上で説明を終わります。 

〇小田原委員長  教育総務課からの説明は終わりました。本案について御質疑ございませんか。

御意見を含めていかがでしょうか。 

〇水﨑委員  今指定されている東浅川小と六中と宮上中は、モデル校という形ですね。 

○天野教育総務課長  はい、試行校です。 

〇水﨑委員  今回のこの４校も、モデル校追加という受け取り方でよろしいですか。 

○天野教育総務課長  はい。 
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〇小田原委員長  モデル校の進捗状況はどうなんですか。 

○天野教育総務課長  ３校のモデル校ですけれども、それぞれ地域の特色を得た活動をしている

ということで、東浅川小の場合ですと、地域参画型の授業を展開しようということで、２月２

１日に地域の方々を授業の中に取り組んだような公開授業をやっているというところで、私も

パネラーで参加したんですけれども、そういった地域の方と一緒に広めているような活動をし

ています。六中につきましては、学力向上というのをキーワードに、地域の方々と協働して地

域運営学校をやっていこうというようなことで動いています。宮上中につきましては、地域の

方々が学校の支援をしていこうという中で、地域から学校にいろいろ相談だとかそういったも

のがあるときに、地域運営学校の中で一回そこを受けて、それで学校を支援していこうという

ような考え方。あとは、特別支援教育についても、プロジェクトということで学校について支

援していこうと。そのように地域によってそれぞれの特色ある動きをしているというようなこ

とがあります。これをまた２０年度も続けていこうということで動いているという状況がござ

います。概略ですけれども。 

〇小田原委員長  概略はそういうことなんだけれども、いろんなタイプがある。いろんなという

か、６つだったっけ？ 

○天野教育総務課長  ３つです。 

〇小田原委員長  いや、地域運営学校のスタイルは。 

○天野教育総務課長  タイプは、６つは、ちょっと私の記憶の中にはないです。申しわけござい

ません。 

〇小田原委員長  どういう方向にもっていこうとしているのかというのは、今の話だとよくわか

らないんだけれど、どういう、地域運営学校という運営の形というものができ上がっていくの

かどうか。地域の人たちのお手伝いというのかな、今の話だと連携というのか、あるいはお手

伝いをいただいているというふうな話にしか聞こえないんだけれど、どうなんですか。 

○天野教育総務課長  まだここで１年目ということで、どういう形でやっていこうかということ

を地域の方を入れて学校の中で話し合っているという状況です。それで、今お話ししたとおり、

各特色ある取り組みをしています。今いろいろ試行錯誤している状況ですけれども、それを受

けて八王子市の形、それは、一つの形になるか、またはそれぞれ幾つかのパターンになるか、

この状況を見て定めていく必要性があるかなと思いますけれども、まだ現状としてどういうふ

うにもっていこうかという具体的な方向性という部分は、そこまではまだ決めかねています。 

〇水﨑委員  前にこの話が定例会で出たときにお聞きしたんですけど、試行は２年間ですよね。

１年終わったところで一応報告をしてもらうということを聞いたんですけれども、それは上げ

てもらって検証していくという感じですか。 

○天野教育総務課長  ここで各学校との連絡会を持っているんですけれども、３月２９日に今回

持ちます。そこで、１年間やった試行について、その報告をまとめていただきたいということ

をお願いしまして、また４月の早いうちに、この定例会でもその状況について報告させていた

だきたいというふうに思っています。 
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〇水﨑委員  評議員制度との関連も、その中で一緒に、検討していただければと思います。 

○天野教育総務課長  実際にここでの検証の内容につきましても、評議員制度との関連について

というのが、これも課題になっておりますので、１年目の中ですからどこまでかはちょっとわ

からなくなりますけれども、そこの検証をして、２年目もまた続けていきたいというふうに思

っています。 

〇小田原委員長  懇談というのは、どういうメンバーでやるんですか。 

〇天野教育総務課長  各協議会の校長と、会長、副会長、こういった方々と懇談を持とうと思っ

ています。 

〇小田原委員長  と、だれが？ 

〇天野教育総務課長  私どものほうの事務局と。三者の中で、３校と、事務局とで、そこで話し

合いを持つというようなことでやっていきたいと思っています。 

〇小田原委員長  そこに新しい学校の方々は入らないんですか。 

〇天野教育総務課長  今回は入っておりません。 

〇小田原委員長  オブザーバーで入って、そこでどうしていくかというようなことを考える糸口

というか……。 

〇天野教育総務課長  ここできょう指定の決定をいただきましたら、それからメンバーの関係を

お願いしようと思っていますから、そこまでちょっと間に合わない状況があるかと思います。 

〇小田原委員長  校長とかをオブザーバーで入れてというようなことを考えていったほうがいい

と思いますよ。 出発した後、スムーズに行うためにはね。 

〇天野教育総務課長  はい、わかりました。 

〇小田原委員長  そのほかいかがでしょうか。 

卒業式とか学校訪問に行きますと、やりたくてもあとわずかで退職だとかそういう任期を考

えると、自分がやって中途で終わるのは忍びないという校長もいたんですけど、それについて

はどう考えますか。 

〇天野教育総務課長  すみません、ちょっと……。 

〇小田原委員長  もしそういうような校長がいるんだったら、私はその校長は校長としてはけし

からんというふうに思うわけなんだけど、やるならばやって残してくれというのなら残しても

らうとか、あるいは続けてやってくれる人を送ってくださいとかいうふうにして種をまくとい

うことはやらなければいけないと思うんだけれども、そういうこともぜひ校長に働きかけて、

やるのならばとにかく手を挙げてというふうなことにしてほしいなと思います。 

〇天野教育総務課長  はい、わかりました。 

〇小田原委員長  ほかにいかがですか。よろしいですか。 

   では、お諮りいたします。第８６号議案につきましては、このように決定するということに

ついて御異議ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

〇小田原委員長  異議ないものと認めます。よって、第８６号議案につきまして、そのようにお



 －１１－

願いいたします。 

   次に、日程第８、第８７号議案、八王子市体育指導委員の委嘱についてを議題に供します。

本案についてスポーツ振興課から御説明願います。 

〇遠藤スポーツ振興課長  それでは、第８７号議案、体育指導委員の委嘱について御説明申し上

げます。説明のほうは清水主査からいたします。 

〇清水スポーツ振興課主査  それでは、八王子市体育指導委員の委嘱について御説明申し上げま

す。 

   平成２０年３月３１日をもって任期満了となります八王子市体育指導委員につきまして、梅

澤勝彦外２８名を再任とし、新たに師岡照子外９名を適任と認め、合計３８名に、スポーツ振

興法第１９条の規定に基づき、平成２０年４月１日付で委嘱しようとするものであります。 

   八王子市体育指導委員は、定数４９名以内とし、「社会的信望がありスポーツに関する深い関

心と理解を持ち、その職務を行うに必要な熱意と能力を有する者を任命する」と規定されてお

ります。また、地区体力づくり運営委員や総合型地域スポーツクラブ設立委員などを経験され、

スポーツに精通していることなどを考慮し、選任したところでございます。 

   以上でございます。 

〇小田原委員長  スポーツ振興課からの説明は終わりました。本案について御質疑、御意見を含

めてお願いいたします。 

〇水﨑委員  ここに載っている方については実際にどういう方か私はわかりませんので、推薦し

ていただいた方を信用するしかないと思うんですけれども、体育指導委員というその内容につ

いてちょっと教えていただきたいんですけど、委嘱を受けて非常勤の行政委員となるわけです

ね。具体的な活動内容、年間での活動日数とか、あと活動報告は提出するのか、しないのかと

か、あと、そういう体育指導委員に対してどういう協力の要請の仕方というんですか、そうい

うところを教えていただきたいんですけど。 

〇遠藤スポーツ振興課長  体育指導委員につきましては、選考の中で地区から推薦された方が選

ばれたというのは、水﨑委員がおっしゃるとおりなんですが、業務というか内容としましては、

地区と行政の間に入っていただいて、体育の行事であるとか、あるいはスポーツの振興を図る

行事であるとか、そういうものに参加していただいているものです。この前の東京マラソンな

んかでも、八王子市の体育指導委員が応援に行っています。また、私どもの駅伝も当然、八王

子市の体育指導委員がボランティアで参加していただいているような、そういうようなことも

やっております。あと、スポーツの振興については、八王子生まれのネオテニスというスポー

ツがあるんですが、そういうものの普及であるとか、そういうものもやっております。 

〇小田原委員長  マラソンのボランティアと体育指導委員というのは違うんじゃないの。質問に

きちっと答えてくださいよ。体育指導委員の仕事というのは何なのだと聞いているわけだから、

こうなんですと言わないといけないんじゃないの。 

〇清水スポーツ振興課主査 「八王子市体育指導委員に関する規則」というのがございまして、そ

の第２条に「職務」ということで規定してございます。大きく５つに分けてございまして、１



 －１２－

つ目が、住民の求めに応じたスポーツ・レクリーエーションの実技指導及び助言です。２つ目

が、総合型地域スポーツクラブの設置運営のための指導及び助言。３つ目が、学校などの教育

機関その他行政機関の行うスポーツ・レクリーエーションに関する行事及び事業について、そ

の求めに応じた協力をする。４つ目が、八王子市スポーツ振興基本計画に則り、住民の身近な

立場から、スポーツ・レクリーエーションの推進を行う。最後に、５つ目が、前各号に掲げる

もののほか、住民のスポーツ・レクリーエーション振興のための指導、助言及び協力というこ

とで、規定されております。 

〇水﨑委員  どうして私が今これをお聞きしたのかというのは、実は教育支援ボランティアとい

うのを今やっていますね。そこでも体育教科の支援とか、クラブ・部活動の指導とか、各種ス

ポーツ・レクリーエーションの行事の支援とか、そういうことを教育支援ボランティアでやっ

ていただいていると思うんですね。それはボランティアでぜひというやり方ですよね。体育指

導委員の方へは、そういうお願いとかは、どうなっているのかなと思うんですけど。 

〇清水スポーツ振興課主査  実際に先ほど課長のほうからもありましたが、ドッヂビーとか、い

ろいろなスポーツの指導の要請は、スポーツ振興課を通して、または学校を通して依頼があれ

ば、そちらに派遣で出向くという形はとっておりますので、いろんな要求に応じまして柔軟な

対応をとる形は考えております。ですので、今おっしゃられたような形で、要請があれば、そ

の内容を吟味させていただきまして、協力するという形はとれるのではないかと考えておりま

す。 

〇水﨑委員  じゃ、学校がそういう人に来てほしいとなれば、教育支援のボランティア、人材バ

ンクに登録してなくても、体育指導委員の方に頼めるということなんですか。また別のものな

んですか。 

〇小田原委員長  もうちょっときちんととらえなければいけない。体育指導委員は、なぜ番号が

ついているの？ そこを考えて、例えば６番とか８番というのは新任があって新しく入るわけ

だから、普通だったら欠番がだんだん詰まっていって新任は後ろにくっつくはずなのに、そう

じゃないわけでしょう。それはどういうことなのかというと、この人たちは地区に縛られてい

るわけでしょう。だから、番号を動かせないわけでしょう。６番のところには６番の地域の人

を充てるわけでしょう。そういうことを考えていったら、今の教育支援ボランティアとは違う

んだということをはっきりさせなければだめですよ。 

〇石川教育長  全然違うでしょう。こっちは委嘱して報酬を出しているでしょう。そういうこと

をはっきりしなければだめだよ。 

〇小田原委員長  そう、はっきり言わないとだめだ。性格が違うんだから。体育の指導ができる

方々だから、全部じゃなくても専門的なものを持っている人たちが多いわけでしょう、この中

には。だから、そういう人たちに学校が来てくれというのは、それはあり得るわけですから、

そういうふうな説明をしないといけないんじゃないですか。 

〇石川教育長  わかりましたか。 

〇水﨑委員  私が言うのは、もちろんこの方たちも活躍されていると思うんです。でも、なかな
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か教育支援ボランティアに登録が少ないじゃないですか。その中で、お金を払ってもらえるほ

うに行っちゃうのかなという気がしちゃうんですね。 

〇小田原委員長  心配しているのは、教育支援ボランティアとこういう人たちというのは、どこ

が違うんだと。 

〇水﨑委員  そう。扱いというんですか、依頼するときにも、学校が、そこのところがよくわか

っているのかなというね。なかなか登録者が少ないという状況がある中で、例えばスポーツ関

係は特に教育支援ボランティアに登録していなくても、体育指導委員に頼めるんだから大丈夫

ですよ、こっちのほうを利用してくださいという、そういうようなことが学校はわかっている

のかなという気がするんですけど、どうなんでしょう。 

〇遠藤スポーツ振興課長  学校のボランティアと体育指導委員の関係ということは、こちらは確

かに報酬を出しています。ボランティアはボランティアになっていますけれども、それが単に

代わるというようなことは、今のところは、ボランティアに登録してやるとかしなければなら

ないのではないかなと思っているんですね。 

〇水﨑委員  もちろん別扱いというのはわかるんですけど……。 

〇小田原委員長  それでは理解できないですよ。この委員は、スポーツ振興法に基づいて何をや

るかという職務を与えられているわけですよ。体育指導のボランティア、学校に行ってボラン

ティアで指導するという人たちとは全然違うんだと。水﨑さんが考えていらっしゃる人たちで

はないんだと。余裕があって学校に来て指導してくださいといって行く分には一向に構わない

ですよ。そこまで縛らない。この人たちは、法に基づいた、こういうことをやってくださいと

いうのがあるんだということをきちんと言わないと。皆さんはそういうことを知って選んでい

るわけでしょう。 

〇遠藤スポーツ振興課長  そうです。 

〇小田原委員長  何でそういうことを言えないわけ？ 

〇遠藤スポーツ振興課長  今清水主査のほうから話がありました規則に則ってそういうふうな位

置づけができていますから、それで私どものほうは業務についてはお願いしていますので、そ

れは説明したとおりです。 

〇小田原委員長  理解できるように言わないといけない。 

〇石川教育長  教育委員会が任命した体育指導委員の方は、ゆとりがあって学校のほうの指導も

お手伝いしたいということであれば、人材バンクに登録していただければ、それでいいわけで

すよ。そうしたら両方できる。体育指導委員のほうは、３年間、報酬が出るんですよ。わずか

ですけれども。ほとんど土・日は出ているような状況ですから、仕事を持ちながらやっていま

ので、学校の部活の指導等には難しい面もあるかもしれません。 

〇水﨑委員  もちろん別のものということなんでしょうけどね。 

〇石川教育長  こちらはどちらかというと一般の生涯学習のほうです。人材バンクのほうは、ど

ちらかというと学校教育のほうですから、全然違います。 

〇小田原委員長  このねらいは、地域振興スポーツクラブだっけ？ 
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〇遠藤スポーツ振興課長  総合型地域スポーツクラブです。 

〇小田原委員長  その普及のために活躍してもらう、そういうのが主なんです。法でできた主眼

はね。 

〇水﨑委員  例えば部活なんかの外部指導員をお願いするとか、そういう立場の方とはまた分け

て考えているということなんですね。 

〇小田原委員長  学校クラブではなくて、地域型のスポーツクラブにしていこうということ。な

かなか日本の土壌にはそういうのが育たないから、学校にずっといっちゃうから、そういう質

問が出てくるだろうと思うんですよ。 

〇水﨑委員  今外部指導員が足りないとか、部活の存続が危ういと言われている教育現場の中で、

こういう方たちにもし協力してもらえるのだったらいいんじゃないかなという気がして発言し

たんですけれども、そこは別のもので、この方たちも忙しくてそんなゆとりがないというので

あれば、むしろそこらへんも別に考えていかなくてはいけないんだなというのがよくわかりま

した。 

〇小田原委員長  全然逆なんですよ。学校でそういうようにクラブが成り立たなかったら、こう

いう人たちの地域クラブをつくっていきましょうよと、そういう話になっていくの。 

〇水﨑委員  そういう方たちがつくっていくんですか。 

〇小田原委員長  それは行政も社会教育の中で――社会教育という話ではないと思うんだけどね。

地域スポーツクラブを立ち上げていきましょうと。八王子にも幾つかあるわけでしょう。 

〇遠藤スポーツ振興課長  ３つあります。 

〇小田原委員長  そういうものを各地域につくっていきましょうと。学校でクラブ活動ができな

かったら、それはもういいですよと。そういうふうにしていかないと、日本のスポーツあるい

はレクリーエーション、体育は向上していかないだろう。学校の運動クラブだけというふうに

してはまずいのではないかという考え方なんです。だから、私なんかに言わせると、中学校の

運動部が顧問がいなくなっちゃったからできなくなっちゃったというのだったら、そういうの

はもう学校に頼るなというふうにしていかないといけないんじゃないかなと。 

〇水﨑委員  地域のそういうスポーツクラブのほうにとか…… 

〇小田原委員長  地域なり何なり。それに近いものが、例えば柔道があるでしょう。柔道は個人

にかなり偏っていますけどね。サッカーとか野球とかいうのは、結構そういうふうになってき

ていますでしょう。水泳にしても、新体操にしても、そういう方向性ができているわけですよ。

日本はそういう方向をもっと進めていかないと、オリンピックの話をしていいのかどうかわか

りませんけれども、なかなか期待できなくなってくるんじゃないかな。 

〇石川教育長  日本の体育、スポーツというのは、学校を中心にずっと育ってきたんですよ。と

ころが、それでは委員長が言ったように発展性がないだろうということで、欧米がやっている

ようなスポーツクラブ、それにならって日本では地域で総合型のいろんな種目を、例えばサッ

カークラブ、体操クラブ、水泳クラブだとか、いろんなクラブがあるけれども、それを総合型、

いろんなだれでもが参加できるクラブにして、地域の人たちを巻き込んで、健康で文化的な生
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活のスポーツをその中に取り入れていこうという話なんですね。今そういう流れができていて、

いつまでも官がお膳立てをしてやっている時代ではないだろうと。それだけではやっぱり発展

がないから、民の力をそういうところに注ぎ込んでもらって発展させようという。だから、将

来的には欧米のようなクラブ組織に移行していくことが考えられているわけですよ。 

   今、部活動の振興をまたここで改めて言っているわけですけれども、それは健全育成の面も

含めて、やれるところはやっていくんだと。だけど、将来的には、今ちょうど過渡期で、クラ

ブ組織に移行していくんじゃないかというふうに、私は思っています。 

〇水﨑委員  地域のクラブ組織に？ 

〇石川教育長  ええ。 

〇小田原委員長  いわゆる子どもたちだけではなくて、赤ちゃんから――赤ちゃんというか、動

けるようになってから、動けるうちはという、そういう欲張っている。 

〇水﨑委員  総合型地域スポーツクラブというのが、どんどん活性化されていけばいいという感

じということですね。 

〇石川教育長  そうですね。 

〇小田原委員長  その中心になる人たちをお願いしたいということでしょう。 

〇遠藤スポーツ振興課長  はい。 

〇石川教育長  要するに、底辺を広げない限りは上が高くならないから、底辺を広げる、こうい

う人たちは主にそういう仕事をするんですよ。 

〇水﨑委員  今このスポーツクラブはいくつできているんですか。 

〇遠藤スポーツ振興課長  ３つです。 

〇水﨑委員  それはまだこれから増えそうなんですか。 

〇遠藤スポーツ振興課長  来年度も立ち上げられるように、私どものほうで支援はしていきたい

と思っています。 

〇水﨑委員  今ある３つも活性化されているんですか。 

〇遠藤スポーツ振興課長  国で言われているような理想的な形には、まだいっていないと思いま

す。ただ、立ち上がった部分については、徐々にそういう方向にいけるようにしていきたいと

思っています。 

〇小田原委員長  練馬あたりはうまくいっているの？ 

〇遠藤スポーツ振興課長  区部はあまり詳しくわからないんですが、支部は２６市中９市が、総

合型が立ち上がっている地域なんですね。ですから、主に３分の１が立ち上がっている状況で

す。やはり国で言われるような理想には、まだ遠いのではないかなというふうに考えています。

ただ、八王子は「体力づくりから総合型へ」ということで方針を決めまして今立ち上げたとこ

ろですから、それに則って徐々に数は増えていくと思います。 

〇水﨑委員  今３９名ですけど、定員は４９名ですね。足りない１０名というのは、途中でも委

嘱されていくんですか。 

〇遠藤スポーツ振興課長  途中もし地域から上がってくれば、その時点でお願いしようと思って
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います。 

〇水﨑委員  全く入っていない地域も幾つかありましたよね。それは何か事情があるんですか。 

〇遠藤スポーツ振興課長  現実には、まだ地区から予定されている方が上がってきていないとい

う状況でございます。これについては、私どものほうも上げてくださいというお願いはしてい

るんですが、現実には３地区、現在まだ体育指導委員がいない状況でございます。 

〇小田原委員長  ということですが、ほかにどうですか。よろしいですか。 

   では、お諮りいたします。第８７号議案につきましては、このように決定することに御異議

ございませんか。 

（異議なしの声あり） 

〇小田原委員長  御異議ないものと認めます。よって、第８７号議案については、このように委

嘱するようお願いいたします。 

   議案は以上です。 

 

 

○小田原委員長  続いて、報告事項となります。 

 まず、教育総務課から御報告願います。 

○天野教育総務課長  それでは、報告事項です。 

   八王子市の子ども体験塾ということで、こちらのほうでも御紹介させていただきました。今

回、子ども体験塾、新制作座による「泥かぶら」について、実施が終わりましたので、御報告

申し上げます。 

   資料のほうを見ていただきたいんですが、実施内容としまして、「泥かぶら」の上演。第１回

目の上演が、元八王子町にあります新制作座のほうで、城山小学校の児童・教員、それから近

隣の学校の先生等、参加者４３９名の方の参加をいただきました。その内訳は、そこにあると

おりです。２回目につきましては、３月８日、市民会館で行いました。参加者が１，０８０名

ということで、内訳として、大人の方が５５４、右のほうにいきまして小・中学生合計４７６、

子どもの合計が５２６というところでございます。大人、子ども、半々ぐらいでございました。 

それから、ワークショップでございますけれども、この劇の中に城山小の児童５名が参加い

たしました。中で一生懸命演技をしていたというところです。 

次のページは、アンケートの調査結果でございます。当日アンケートをとりました。その中

で、１番、２番につきましては省かせていただきますが、３番目で、「本日はどなたと参加され

ましたか」ということですけれども、「ご家族で」ということが８７％ということで、ほぼ保護

者の方とお子さんということで参加されたと。４番、演劇「泥かぶら」についての状況ですけ

れども、「あらすじは理解できましたか」ということですが、一番上の欄ですけれども、大人の

方は、「①よく理解できた」、「②だいたい理解できた」という方で、合わせて８７％の方。小学

生、中学生の合計は、下のほうにいきますと、若干パーセンテージは減るんですけれども、小・

中学生合わせて６５％の方が「よく理解できた」「だいたい理解できた」ということになります。
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ただ、その上の網かけの部分がありますけれども、低学年、中学年あたりの児童になりますと、

「あまり理解できなかった」という方のパーセンテージが増えたのかなと。ただ、全体的には

「理解できた」というところ。親子の方々が参加されたということで、非常に有意義なものだ

ったかなというふうに思っています。 

報告は以上でございます。 

○小田原委員長  教育総務課の報告は以上ですが、何か御質問、御意見はございませんか。 
○川上委員  とてもいい内容だと思いました。私どものところにも新制作座から、公演は土曜日

でしたが、その週の火曜日か水曜日に御案内をいただいたんですが、予定があって行かれなか

ったということで、ちょっとここでお伺いをしたいのは、新制作座でやったほうに関しては地

域の方が対象ということではっきりとわかるんですが、市民会館のほうで千何名参加なさいま

したね。これは自由参加でしたか。 
○天野教育総務課長  これにつきましては、学校のほうに通知を出しまして、学校から基本的に

は申し込んでいただいたということです。 

○川上委員  それは、やはり先ほどの職務のことにもかかわりますけれども、副校長先生のお役

目だったのでしょうか。 
○天野教育総務課長  学校のほうにお任せしていた部分がございますので、集約については、そ

の学校の中でやっていただいたということで、副校長先生にもやっていただいたと思います。 

○川上委員  それと、小学生、中学生のパーセンテージですが、保護者を含めた大人が５５４人、

それから中学生、小学生、就学前児童ということで５２６人ということですけれども、これは、

１，０８０人の中でのパーセンテージは出ていますけど、全生徒、児童の中でのパーセンテー

ジはどのくらいなのでしょうか。私が全部覚えていればいいんですけど、５２６名は、就学前

も入っていますけれども、あまり多くはないので、４７６名というのが全八王子の児童・生徒

に対して割合はどのくらいになるのでしょうか。 
○天野教育総務課長  全部で１万３，０００と２万９，０００ですから、生徒全体で４万３，０

００ぐらいですか。 
〇小田原委員長  １％ですね。 
○天野教育総務課長  そうですね。１％ぐらいです。 

〇川上委員  わかりました。 

〇小田原委員長  これを多いと見るか少ないと見るか、どうですか。 

〇川上委員  この事業に関しての結果を検討するときに、また今後の企画をするとき、この数字

というもの、それからそれを成功させるため、ここで実現させるために、どういう経緯でどう

いうふうにでき上がってきたかというところ、通り道ですね。通り道というと言葉がわからな

いかもしれませんけど、どういうところにお願いして、どういう人がどういう役割でこれが成

り立ったかというところをもう一度検討する必要があるかなというふうに、ちょっと思いまし

た。 
○天野教育総務課長  このパーセンテージ、人数の参加についてですが、まだまだもっとＰＲを
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すればという気持ちがありました。ただ、申し込みが１，５００人ぐらいだったので、その中

で少しまた当日、無料という部分もあったかもしれませんけれども、参加者が少し減ったのか

なというふうに思っています。そういった中では、もう少しＰＲした中で、まだ人数が増えた

のかもしれません。もう少しＰＲ方法も考えるべきかなと思ったところがあります。 

〇川上委員  ちょっと質問とは違うんですけど……。 

○小田原委員長  どういう質問をしているかというのをよく考えて答えないと。同じことの質問

になっちゃうんだけど、子どもたちの参加者が５２６を多いと見るか少ないと見るかというこ

となんですね。僕はうんと少ないと思っているんですよ。前回とは違ってきて、子どもの数が

増えているということは評価するとしてもね。これは、「学校で配られたチラシ」が２０７、「市

の広報紙」が２８、「ホームページ」が３、こういうのをどういうふうに見るかということだよ

ね。そこを聞いているわけなんです。広報に努めたいというふうに言うけれども、じゃ、どう

いう広報を考えるのか。 
○天野教育総務課長  ＰＲの仕方かなというふうに思いました。実際に全体のＰＲをした中で、

メールや往復はがき等で来た数というのは少ないという状況だと思いました。ですから、学校

を通じた中で、保護者の方に直接子どもたちが持っていって、こういうものがあるよという効

果、これがやはり大きな効果があったというふうに思っています。 

〇小田原委員長  これは全員に配ったんですか。 

○天野教育総務課長  小学校３年生以上、中学１・２年まで、全員に配りました。 
〇小田原委員長  何で１・２年生に配らなかったり、中学３年に配らないかというのはよくわか

らない話だけど、配るのならみんなに配る。 

〇石川教育長  選択するのは向こうだから、こっちが条件をつけてはいけないんじゃないか。 

○天野教育総務課長  そのへんのところは課題だと思いました。 

〇石川教育長  先回りをして、受験だから中学３年生は対象にしないほうがいいだろうと、そう

いう思いがあったのだろうと思います。低学年にはちょっとやっぱり難しいのではないかと、

こんな思いがあってきっとそのへんでやったのだろうと思いますけれども、個人差もあるから、

対象はもっと広げたほうがいいのではないかというふうに思います。 

○小田原委員長  城山は１年生は行かなかったんですよ。わからないだろう。それと、遠いのを

歩いていって、また騒いじゃったりすると失礼に当たるからというのがあったかもしれないよ

ね。川上先生のピアノには就学前の子どもは行っちゃいけないというふうに理解するのかもし

れないけど、思惑はあったとしても、みんなに配って、見せたいものであるならばどうぞとい

う形が基本だろうと思うんですね。 
      それから、川上先生の質問は、さらにもう一つあったんだよね。副校長が配ったのか、主幹
が配ったのか、担任が配ったのかとか、そこも問題があるんですよ。教頭に任せちゃっていた

のかどうか。あるいは、担任はただ配っただけなのかとかいうようなことがあるわけですよ。

難しいお話だと思いますよ。室町時代だか何時代だか、人さらいがあったころの話だし、そう

いう話は小さい子どもには理解がなかなか難しいだろうと思いますね。ただ、この話をいいと
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いうふうに、ぜひ見せたいというふうに思うならば、それなりのことをしていかないと、５０

万円かけてやるわけだからということなんですね。 
〇水﨑委員  ＰＲのことなんですけど、１月の「おおるり展」がありますね。小・中合同の作品

展。あそこに置いてくださいと定例会でお願いしましたら、すぐに置いてくださったんですね。

私は日曜日に「おおるり展」を見に行ったら、チラシが受付の机の一番端っこに置かれちゃっ

たきりで、何かメモ用紙程度の置き方だったんですね。もちろんやっている内容も管轄も違う

のかもしれないですけど、ほとんど積んだままで終わっているような状況だったので、私はす

ぐお願いはしたんですけど、せっかく置いてもらうんだったら、もうちょっと真ん中に置いて

「よかったらどうぞ」くらいのことで手渡してもらったら幾らかは違ったかなという気もする

んですけど。その場では、ＰＴＡの方が受付をしてくださっているんですね。それで交代でや

っておられるので、もちろん無理はないかなと思うんですけど、ああいうところである程度み

んなが意識を持っていければ、またこういうのも活性化されていくのかなという気がしました。

もちろん配ればいいというものではないですけど、作品展を見に来てくださるという方は、か

なり意識も、こういうものについてもある方ではないかなという気がするので、また来年度、

時期的にうまく合えば、ＰＲの仕方なんかは、少し声をかけてもらったらいいのかなと。 
〇野村学事課長  確かに「おおるり展」ではそのような状況でした。ＰＴＡの方に窓口に立って

いただいたので、こちらのお願いが徹底していなかったということは確かにございます。次回

から気をつけます。 
○天野教育総務課長  ＰＲにつきまして、まだ十分じゃなかったかもしれないです。いろんなと

きにお邪魔しましてお話しさせていただいたところですけれども、これからもそういうことは

大事だと思いますので積極的にやっていきたいと思います。 

〇石川教育長  私もこの観劇を進めたほうですから気にはなるんですけれども、アンケートなん

かをとって集計しているわけで、そのへんの話をもう少ししてもらいたいんですよ。特にわず

かな数の人たちしか見てないわけだから、こういうのを何年か、もしよければずっと続けてや

るということも大事なことだろうと思うんですよ。特に地元の劇団がやっているわけですから

ね。特に城山小学校の子どもたちを対象にしてやった、その城山小の子どもたちはどういう受

けとめ方をしたのか、そのへんのところを知りたいですね。 

   それから、私が観た感想ですけれども、ちょっと市民会館は入れ物が大き過ぎて、声が通ら

ないんですよ。普通田舎芝居は観客のほうに顔を向けてしゃべりますけれども、ほとんど横を

向いたまましゃべっているような状況があるものですから、要するに向こうを向いたときには

聞こえてこないんですね。私は２段目の席の一番前にいたんだけれども、それでも聞こえにく

かったから、後ろのほうにいた人はほとんど聞こえなかったんじゃないかなというふうに思う

んですね。 
〇小田原委員長  僕は新制作座の劇場で観たんですけど、あそこは小さいですよね。だけど、聞

き取りにくかった。 
〇石川教育長  私は最後に主演の方が市民会館の入り口のほうにいたものですから、そういう話
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はしました。とにかく声が小さくて聞きづらかった、ちょっと入れ物が大き過ぎたんじゃない

ですかねと。率直に言ってほしいということですから、できるだけ生の声を劇団にも伝えても

らいたいんですよ。「私たちはぜひ勉強したい」と言っているわけですから。私も、かつて観た

のとでは迫力が違うんですね。ですから、ちょっと演技力も落ちているのかなと、そんな気も

するんですけれども。 
   それから、もう一つは、これだけ時代が進んできちゃって、わからない言葉だとか時代背景

はあってもいいと思いますけれども、現代風にアレンジしてやるとか、そういうことをやって

いかないと、古典だからといってずっとそのままでいくと、廃れちゃうと思うんですね。その

へんのところも機会があったらまた話もしてみたいと思いますけれども、できるだけ生の声を

伝えてやってくださいよ。 
○水﨑委員  私は何年か前に観たんですけど、そのときは声もよく聞こえました。市民会館だっ

たと思うんですけど、比較的前のほうの席だったんですけど、そのときは聞こえにくかったと

いう印象もなくて、感動というんですか、観てよかったという記憶があります。今回はちょっ

と観れなかったんですけど、声が聞こえないというのは残念ですね。 
○天野教育総務課長  アンケートの中で自由記載欄がありまして、ここにはお付けしなかったん

ですけれども、よかった点、またこういう点は少し考えたほうがいいんじゃないかというのが

ございます。そういった中では、今お話があったように「声が小さい」「セリフが聞き取れなか

った」という部分もございますし、また、いい点では、「思いやりの心を訴えるような内容だっ

た」というようないい点があります。城山小のほうについては手元に集計がないんですけれど

も、あちらのほうも終わった段階で、校長先生には、そういった内容についてのアンケートを

とっていただきたいという話をしておりますので、何らかの形でとっていると思いますので、

それについてはまたこちらのほうで参考にさせていただきたいと。 

   あと、劇団のほうにつきましても、こういったアンケートの結果につきましては、今のお話

のとおり、こういった声がありますよということで伝えていければなというふうに思っていま

す。 
〇小田原委員長  城山小学校では、帰ってきてから子どもたちに、低学年は絵日記風の感想文を

書かせていて、高学年は原稿用紙に作文の形で書かせていたけれども、覗いて見た限りでは、

子どもたちは観てよかったと。それから、女の子に同情したりしたという感想を書いていまし

たけれども、今の教育長のお話のように、生の声をもうちょっと整理して、私たちとしてもど

ういう点を生かしていくか、新制作座のほうには、こういうことがありましたということは伝

えて、来年、またどうするか考えてお願いしたいと思います。 
   ほかにどうですか。「夢・感動体験事業」だから、そういうものをぜひ企画していただきたい。

ゆめゆめ元に戻らないようにお願いしたいと思います。 
〇水﨑委員  ワークショップに参加した５名の子どもには感想文とか出してもらったんですか。 
〇天野教育総務課長  すみません、そこまでは……。 

〇小田原委員長  それは、舞台でやりとりをしていましたよ。子どもたちは喜んでいました。こ
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んなことはなかなか経験できないわけで、非常に喜んでいました。「こんなことができて本当に

よかった」と。自分も出たかったというような子どもたちもいっぱいいたんじゃないかと思い

ます。 
   よろしいでしょうか。それでは教育総務課のほうは以上ということで、続けて、生涯学習総

務課から御報告願います。 
〇米山生涯学習総務課長  それでは、報告事項の２番目の、生涯学習スポーツ部にかかわる「平

成２０年度催し物等一覧」について、齋藤課長補佐から説明します。 
〇齋藤生涯学習総務課主査  平成２０年度に予定しております生涯学習スポーツ部の催し等につ

いて御報告をさせていただきます。資料「平成２０年度催し物等一覧」をごらんください。 
   事業数でございますが、部全体で、他団体との協働事業を４つ含めまして、全部で２０３事

業でございます。 
資料の表でございますが、１ページを開いていただきまして、左側から、事業名、事業内容、

募集人員・時期・会場、対象、前年度実績となっております。網かけをした部分が新規事業で

ございまして、１４事業ございます。斜線の部分が廃止をした事業でございます。 
それでは、所管ごとに御説明いたします。  
１ページから２ページ、生涯学習総務課でございます。「生涯学習コーディネーター実践講座」

など２９事業を予定しております。また、主催事業ではありませんが、慣例事業といたしまし

て２事業を行う予定でございます。 
次に、３ページから６ページまで、生涯学習センター及び南大沢、川口分館でございます。

新規事業であります「家庭教育子育て自主グループ」を含めまして、３館で３１事業を予定し

ております。また、川口分館では、協働事業としまして１事業を行う予定でございます。 
次に、７ページから９ページ、文化財課ですが、郷土資料館での特別展「オリンピックがや

ってきた」など２１事業を予定しております。また、協働事業として１事業を行う予定でござ

います。 
   次に、１０ページから１５ページの図書館でございますが、新規事業であります「ブックス

タート事業」を含めまして４２事業を予定しております。 
   続きまして、１６ページのこども科学館でございます。プラネタリウムの投影を初め１５事

業を予定しております。 
   次に、１７ページから１９ページのスポーツ振興課でございますが、「夢街道駅伝競争大会」

や「八峰登山大会」など２９事業を予定しています。 
   最後に、２０ページから２６ページ、スポーツ振興課のうち市民体育館、甲の原体育館です

が、一般開放、スポーツ教室等、５２事業を予定しております。 
   以上でございます。 
○小田原委員長  生涯学習総務課の説明は終わりました。本件につきまして、御質疑、御意見は

ございませんか。 

   それでは私のほうから。斜線の部分、取りやめになった部分で、ほかの事業に組み込むとい
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う形のものはよくわかるんです。あるいは、免許制度がなくなったというのはね。ところが、

青少年委員制度が廃止になったから「体験ひろば」はやめるというのは、理由にならないんじ

ゃないですか。あるいは、図書館が気になるんだけど、きょうは参事がいませんけど、図書館

が、「読書の日」は残っているわけだよね。憲章はもう成立しちゃったからいいけれども、「読

書の日」は残っているわけでしょう。生きているわけでしょう。そうしたら、その「読書の日」

に関して何かやるというのまでもやめちゃうわけ？ そこらへんが気になる。 

〇米山生涯学習総務課長  まず１点の青少年委員制度の廃止、この理由はちょっとまずかったと

思いますけれども、それについてはもう少し理由を考え直します。 

○小田原委員長  理由を考えるんじゃなくて、やってほしいんだよ。 

〇米山生涯学習総務課長  実は、これについては、親子を対象にピザづくりとかそういった形で

年１回、青少年委員にやっていただいている部分がございます。 

○小田原委員長  青少年委員に代わる人たちがいるわけでしょう。やめたというのは、こういう

活動をやめちゃえといって青少年委員をやめたわけではないでしょう。おかしいよ。理由を考

えるのではなくて、中身をやってほしい。 

〇米山生涯学習総務課長  これは何を言っても言い訳に聞こえちゃうとは思うんですけど、基本

的には、青少年の関係はこども家庭部というところの多少棲み分けの部分がありまして、この

へん、なくすにあたってはかなり議論したところですね。 

〇小田原委員長  それじゃ、これはこども家庭部でやるの？ やるのならいいけど、そういうふ

うに何とかへ移行するとか何とかに組み込むということだったらわかるの。あるいは、この中

身が事業としては不適切だから教育委員会のあれではないというのならわかるよ。じゃ、こど

も家庭部でやるのならいいよ。だけど、そうじゃないでしょう。これは、そういう縦割り行政

の話になって、そんな話をしたら市長にも怒られるよ。これが下らんことだったからやめまし

たということならわかるの。下らんということ以外の理由は認めないからね。理由を考えては

だめよ。 

〇石川教育長  今までの実態はどうだったの。それに基づいて、継続するとか、やめるとかいう

話になるんじゃないの。 

〇米山生涯学習総務課長  実態は、昨年やったのは、ピザづくりと、プラスチックボトルによる

飛行機という屋外体験を親子で実施したという形で、参加者は８０名ぐらいありました。 

○小田原委員長  それは多いか少ないかですね。 

〇米山生涯学習総務課長  参加者としては、かなり多いほうですね。毎年、親子で工作関係をい

ろんな形でやっていたということで、青少年委員活動の一環としてやっていたという形なんで

すね。 

○小田原委員長  私は、この事業内容が「協力や思いやりの心を養い、子ども達の健全な成長を

図る」というのがあるものを、こういう理由でやめちゃうということは、非常にけしからん話

だと思うの。しかも、８０人といったら、親子でやるわけだから４０組来るということは、例

えば浅川で何とか探検隊みたいなことをやったって、４０組集まるなんていうことはないんで
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すよ。民間でいろいろやっているような話にしてもね。そういうものを残してやっていかなけ

れば、あるいはもっと広げるということを考えていかなくてはいけないと思います。 

   だから、こども家庭部にやらせるのではなくて、そういうことは教育委員会が全部受け持っ

てほしいと思います。そうでなかったら生涯学習スポーツ部は教育委員会には要らない、また

そういう話になっちゃう。ぜひ考えてください。 

〇米山生涯学習総務課長  はい、わかりました。 

○小田原委員長  同じことが、もう一つ何かあったね。 

〇米山生涯学習総務課長  「市民読書の日」の関係ですね。 

〇石井生涯学習スポーツ部主幹  「読書憲章制定」は平成１８年度に既に制定を行いました。「市

民読書の日」につきましては、毎年１０月２７日を「市民読書の日」として制定しております。

１４ページの下から２段目、「はちおうじ読書の日記念事業」ということで、毎年１０月２７日

に「読書の日」の記念事業をこちらのほうで実際には毎年継続して今後も行う予定です。 

○小田原委員長  わかりました。この書き方が「・」があるからね。「読書の日」が残るのに憲章

は制定されたからおしまいです、そういう話になっちゃうようにとっていたから、それはまず

いんじゃないですかという話なんですよ。「市民読書の日」の「・」を取らないとまずいんじゃ

ないですか。わかりました。読書の日の話はやるわけね。 

〇石井生涯学習スポーツ部主幹  やります。 

○小田原委員長  これは、例えばこの日に読書感想文の表彰をするとかいうようなことはやって

いる？ 

〇石井生涯学習スポーツ部主幹  「読書感想画コンクール」ということで、毎年、小学校低学年、

高学年、中学校で行っています。１９年度は２６２点の応募がございました。２０年度につき

ましても行う予定でございます。 

○小田原委員長  この「読書の日」に合わせてそういうようなこともぜひやっていただきたいと

思いますので、よろしくお願いします。 

   そのほかはいかがですか。よろしいですか。それでは、生涯学習総務課の催し物一覧につい

ては以上です。 

   続いてもう一つ、生涯学習総務課からの御報告。 

〇米山生涯学習総務課長  それでは、高尾の里拠点施設基本設計の概要についてということで、

中間報告になりますけれども説明させていただきます。この概要を報告する前に、今までの経

過の概略をざっと、御存じの方もおられるとは思いますけれども、説明させていただきます。 

   この高尾の里拠点施設を整備することになったきっかけというのは、東京都の行政改革の一

環として、平成１２年３月に東京都高尾自然科学博物館の運営についての事務事業評価結果が

出て、一次評価というのは事業所管局ですけれども、Ｂランクの継続でしたが、第二次評価で

総務局でＥランクということで廃止の方向が決定されました。これを受けて事業所管局と同施

設の移管について八王子市と協議に入りました。平成１５年１０月２４日には、東京都と、無

償譲渡と博物館機能を継承することで覚書を結びました。同年１２月には、博物館機能の継続
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内容、施設の解体あるいは施設建設等の合意書を結びました。 

これを受けて市は、平成１７年８月から、「（仮）高尾の里整備検討協議会」を立ち上げ、同

協議会から「（仮）高尾の里整備検討協議会提言書」が提出されました。この提言書のコンセプ

トとしては、新しい門前町、現代に生きる門前町とし、３つの基本理念として、高尾の自然と

歴史を知り、自然を生かした個性あるさわやかな憩いと交流の空間、伝統文化を楽しく学習で

きる文化的かおりが漂う環境。そして、機能としては、博物館機能、体験学習機能、交流機能、

あるいは環境情報発信機能の導入と公民館の活用としました。 

この提言書を受けて、平成１９年３月に「（仮）高尾の里拠点施設基本計画」を策定しました。

この計画の基本方針としては、１つには、自然を愛する心を育てる場とする。２として、観光

客のための温かみのあるビジターセンターとする。臨場感あふれる伝統文化の体験の場とする。

市民や地域とともに協働してつくる交流の場とするという形で、施設規模としては、新施設が

約１，５００平米、古民家が３００平米としました。 

この基本計画を受けて、本日の御説明ですけれども、基本設計がほぼ固まったため、その概

要について報告します。その前に、この拠点施設と教育委員会のかかわりですが、一つには博

物館機能、もう一つは車人形を中心とした古民家の活用になります。 

それでは「高尾の里拠点施設基本設計（案）【概要版】」の１ページをごらんください。１ペ

ージは計画の条件で、敷地、建物等の概要が書かれています。ちょっと小さくて見にくいので

申しわけありませんが、敷地が６，３００平米、建物については１，５００と３００平米。 

２ページをごらんください。２ページは、計画の方針という形になります。これは基本設計

等を受けてやっております。 

   ３ページが、計画の概要になります。施設の規模の１階、２階という形になります。基本計

画では１，５００が１，６００平米になっております。 

   次に、７ページをごらんください。これが計画の平面図になります。新施設と古民家、隣に

は高尾森林センターが建っている図面でございます。 

   次に、１１ページ、これが計画の２０号線のほうから見た全体のイメージ図になります。 

それから、１２ページが、北、西側からのイメージ図です。 

   それから、１３ページが、広場から見た新施設のイメージ図になります。 

それから、１４ページが古民家のイメージ図になります。 

   それでは、８ページにお戻りください。８ページは、新施設の１階の平面図になります。上

のほうに企画展示室と常設展示室、ここが約５００平米ありまして、ここに博物館機能を来年

度から展示設計をする予定になります。 

   ９ページが、その２階になります。２階は、レクチャールームとボランティアルームという

形になります。 

   １０ページをごらんください。１０ページは、古民家の平面図になります。 

   それでは、飛ばしまして、１５ページをお開きください。拠点施設の基本的な考え方になり

ます。ここで、左上ですけれども、４つの基本方針があります。「自然を愛する心を育てる場と
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する」から「市民や地域と共に協働してつくる交流の場とする」という形です。それをするた

めに、その隣で、自然、歴史、人的資源の活用を図る。その下にいって、高尾を中心とするこ

の施設は、「観光」「学習」「交流」拠点の創出という形で、ここはまとめてあります。 

   次に、１６ページをお開きください。これは運営の基本方針になりますけれども、大きく「お

もてなし」「学び」「なかま」の３つの視点を重視した管理運営の実現を目指しているというふ

うになっています。 

   続いて１７ページ、施設の運営の展開や活用方法がここに書かれております。あくまでも基

本設計ですので、実施設計でもう少し具体的な形になります。 

   次に、１８ページになります。まず、新施設の利用者についての流れですが、導入から展開

という形で、興味・関心を起こして、発見して、探求して、高尾山というフィールドに行って

いただこうというようなコンセプトに基づいて展示を考えているという形の図でございます。 

   １９ページが、実際の展示項目はこんな項目を今のところ考えておりますよという形になり

ます。 

   それから、２０、２１ページが実際の事業計画、特に２１ページについては、新施設での年

間事業計画と周辺のイベントが落とし込まれております。 

   概要については以上でございますが、今後の予定は、この基本設計に従って具体的に来年度、

２０年度は実施設計に入る予定です。実施設計については、具体的な建物の構造とかを決めな

がら、あと一つは、基本設計に基づいて実際にどのような展示をするかが入る予定になってお

ります。 

   報告は以上でございます。 

〇小田原委員長  生涯学習総務課からの説明は終わりました。本件について御質問、御意見はご

ざいませんか。 

〇水﨑委員  パブリックコメントというのはもらいましたか。 

〇米山生涯学習総務課長  基本計画のときにパブリックコメントは受けております。この計画の

ときは、基本の流れを決めるところで、今回の実施設計というのは、実際に具体的にどんなも

のを落とし込むかと。 

〇小田原委員長  もう少し深めて答えていただけませんか。 

〇米山生涯学習総務課長  建物を建設するに当たっての手法として、一つには、基本計画のとき

に一度市民意見をいただきました。それについては、ネット上でこういう形で回答を出してい

ます。項目的には、具体的に、賛成の意見と、高尾にある現在の木の問題と、あと、自然科学

博物館でしたから、博物館機能ではなくて、きちっとした博物館を立てるべきだとか、そうい

う意見をいただきました。その意見を基本的には基本計画のほうにかなり生かさせていただき

ました。それで、実際に基本計画に基づいて、基本的な考え方、ベースの部分ですので、今回

の基本設計に当たりましては、地元に説明会を三度ほど行っております。それで地元からかな

りの御意見を伺っております。それから、自然系の団体にも個別対応をしまして、そちらにも

説明しながら御意見は伺っているという形になります。 
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   これについては、今は「案」ですので、「案」が取れましたら、ネット上で公開して御意見を

伺うような形をとります。実際に基本設計の段階でまだまだ御意見を全部、実施設計の段階で

落とし込んだほうがいい部分もありますので、そこについては、ここでまた御意見を伺いなが

ら実施設計という形になります。 

〇小田原委員長  そんなに御意見を聞いて取り入れるというふうに言って大丈夫ですか。 

〇石川教育長  入れられるものについてじゃないの。 

〇米山生涯学習総務課長  入れられるものについては入れておりますけど……。実は、地元とか

そういうところにも、何十回となく個別交渉とかしておりますので、意見はかなり入っており

ます。 

〇小田原委員長  基本設計から実施設計なんだから、もうほとんどこれは変えられないと、私は

むしろ思います。微調整はあり得るという段階だろうと思いますよ。これは非常によくできて

いるんですよ。生涯学習スポーツ部がつくったものとしては稀に見る。 

〇米山生涯学習総務課長  コンサルタントが入っていますので。 

〇小田原委員長  でしょう。だから、非常によくできている。だから、これを変えるというのは

非常に難しいと思う。これはいろいろ言うと、自然何とか団体のほうから、稲荷山から持って

きて見せるようにしてほしいとかいう話にたぶんなるだろうと思うけれども、それはスペース

上無理ですという話にたぶんなると。つまり、自然だけではなくて、歴史、文化、人間という

ところも考えた新しい博物館というか何というのだろうな。高尾の里なんだから、博物館とい

ってはいけないのだろう。だから、そういう点で御理解いただくと、そういう話になるだろう

と思います。 

それで、いかがですか。 

〇川上委員  ７ページの、北広場のところに出るのは、こちらの参道からは入れるんですか。２

０号線から一つ、橋で入れますね。参道から一つここで入れる。今駐車場になっているところ

なのかしれないけど、入れますね。もう一つ、その奥に、網かけになっているところ、モミジ、

モミジ、北広場というところがありますね。そこへは参道から入れるんですか。 

〇米山生涯学習総務課長  はい。北広場のそこに小さい矢印がありますね。階段を下りて、点々

があって、ちょっと凹んでいる矢印がありますね。新施設のところですね。これは入れます。 

〇石川教育長  これは通路なんでしょう。 

〇米山生涯学習総務課長  はい、通路です。 

〇川上委員  いいものを建てても、２０号線から人に回ってもらうということは大変なことだと

思うんです。人の流れ。一番奥のところの高尾山口でしたか、あそこから皆さんは入ってしま

うので、もしできたら反対側から入るようなことはできないんですか。清滝駅のところからど

こか通って……。 

〇石川教育長  トンネルを掘るという話も出ていたんですね。 

〇米山生涯学習総務課長  このアイデアについては、地元からもいろんな意見が出まして、この

新施設は、基本的には、当初は正面、一番下側からだけだったんですけれども、地元の意見と
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しては、この北広場を施設の正面にしろと、入り口を、という御意見が出ました。それから、

清滝駅からトンネルを掘って施設と直結しなければお客さんが来ないという意見がございまし

た。それはなかなか金額的な問題等でちょっと難しいという中で、基本的には、新施設の入り

口は、北広場が１カ所と、正面。それから、南広場になっているところについては、森林セン

ターとの協働事業とかやる場所で、そこに１カ所と、３カ所、出入り口を設けております。 

それから、古民家については、入り口は１カ所なんですけれども、実は、伝統芸能を稽古し

ているのが見える形にしろという御意見がありまして、この図面でいくと、左側の真ん中へん

に凹んでいる部分があるんですけれども、そこから中が見えるようにガラス戸みたいな形で、

外からも稽古がふらっと見られるような形の構造をとっております。それから、中へ入っても

見えるような形です。 

〇小田原委員長  西川古柳座はここに毎回練習に行くということになるんですか。 

〇米山生涯学習総務課長  今、西川古柳座とは詰めておりますけれども、車人形を中心とした伝

統芸能を主体的にここの場所でしましょうよという形で、内容を詰めている最中でございます。 

〇小田原委員長  高尾山のほうから、ここにこういう施設がありますよという看板というのか矢

印、そういう整備だろうね。そこがポイントになると思う。 

〇川上委員  駅から直接２０号線に出る人はいませんからね。人の流れをどういうふうにつくる

か。人の目につくような看板、さっきから広報というふうに言っていますけれども、人の目線

に合わせたものをつくらないと、ここは駐車場が少ないですから、入れませんよね。そうした

ら、人はどういうふうに行ったらいいのだろうか、そちらのところも考えないと。 

〇小田原委員長  それから、ここに信号をつけて「高尾の里」とかいうのがぶら下がるとか、そ

ういうのが大事になってくる。高尾警察署にお願いして。 

〇米山生涯学習総務課長  実は私も何回か日曜日に行ってみまして、人の動向というのは、まず

ここの北広場の細い道の入り口まで来る方はほとんど少ないですね。その手前で、高尾山口に

ほとんどお客さんが行っちゃうんですよ。本当に込んでいるときに、この先にお土産屋が１軒

あって、ほとんど手前なんですね。こっちはそば屋なものですから、川上委員がおっしゃるよ

うに、いかに人の導線と案内をするかによって変わってくるという形になります。 

〇小田原委員長  だから、そば屋の広告ぐらいを取りながら、そば屋と一緒に、こっちに高尾の

里がありますよという看板をつくる。 

〇川上委員  何かチラシを入れたりね。 

〇小田原委員長  知恵を出し合って。 

〇米山生涯学習総務課長  もう一点は、実は、東広場というところを設けたというのは、できる

だけ新施設と、森林センターもそうなんですけど、イベントをやってここにお客さんを呼ぼう

という中で、そういう場所を設けました。 

〇小田原委員長  植木市とか、いろいろやるんですか。 

〇米山生涯学習総務課長  広場さえあれば何かできますので。 

〇小田原委員長  市民センターで山野草展とか、地域の人たちの栽培を楽しんでいる人たちがい



 －２８－

るわけだから、そういう人たちがやって、それを求めにこっちにも寄ってくるというふうな話

とか、いろいろできるだろうと思うんですよ。このコンセプトの中でこういうのを本当に生か

す形をぜひやって、自然科学博物館がなくなって悲しんでいる人たちも、よかったと喜んでも

らえるものを。動員すれば１０万を超えるわけだから、ああいうのを超える形というのは幾ら

でもできると思うんですよ。だんだん少なくなっていったものが、やめるぞと言ったら１０万

を超えちゃうんだから。 

〇米山生涯学習総務課長  １２万いきました。 

〇小田原委員長  一時期、２万人ぐらいまで減っちゃっている。これは、例えば、大津にある博

物館が閉館になったと。休館か。という話も、だんだんと減っていっちゃったということで休

館になっちゃった。休館にするということは、なくなるという前提だからね。だから、そうい

うふうにならないように、これをもり立てていってほしい。 

〇米山生涯学習総務課長  実は、パル多摩の歴史ミュージアムをちょっと見に行ってきましたら、

展示面積が半分になったという形なんですね。特に博物館の自然系とかこういうものというの

は、どうしてもお客さんへのＰＲが足りない。ＰＲというよりも、むしろ展示よりもイベント

をかなり増やしていかないとなかなか難しい部分があります。ですから、今回の拠点施設の自

然系については、２１ページに書いてあるように、周辺のイベントとかそういうものと共催と

いうことで、周辺のイベント等を洗いざらい調べて、その中で協働事業なども探っていこうと

いう考え方があります。 

〇川上委員  この周りの植栽ですけれども、人には、いつも、いつも、何回も意識しないで見て

いるところが記憶に入る。東広場でイベントをしたいということですが、そこでそういうもの

があるんだということをいつも意識づけるために、ここを木が囲まないほうが、中が全部見え

るようにしておいたほうがいいようにも思うんです。私は、よく高尾山へ行くんですね。ここ

を通って、一つ手前の橋を渡るんですが、次のところは何もありませんよね。すぐ次でしょう。

そこに今度できるわけですね。それは、私は逆に、こちらの下に車で入ることがある、人が通

るのだったら、古民家のあり方がちょっと心配になります。でも、決まったことですから、ど

のように生かすかです。 

〇米山生涯学習総務課長  植栽については、当然植栽基準がありまして、本数だけは植えなけれ

ばいけないんですね。だから、そこをどう植えるかというのは、とりあえずこれはイメージ図

ですので、まだ決まっておりませんので、これは伝えておきます。 

〇小田原委員長  高さ制限もあるんですか。高い木が何本とか。  

〇米山生涯学習総務課長  そうです。高木何本、低木何本という本数が決まっておりますので、

かなりの本数を植えなければならないというのが、今厳しいところですね。 

〇小田原委員長  このイメージ図で言えば、階段のところ、北広場のほうからどれだけ人を入れ

られるか、ここがポイントになるのかな。このイメージ図だと、小道を発見するのは非常に難

しいですね。ここまで来なければわからない。そこをどういうふうに誘導できるか。あと、田

んぼを買って駐車場をつくる。学校教育部のほうにも働きかけて、教育としてお金を取れれば
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いいですね。やっぱり駐車場は欲しいな。 

〇水﨑委員  今現在、駐車場２００平米となっていると思うんですけど、何台ぐらいですかね。 

〇小田原委員長  ５台です。 

〇水﨑委員  それだけ。 

〇小田原委員長  それだけです。 

〇菊谷生涯学習スポーツ部長  基本的に駐車場は設けないと。 

〇水﨑委員  設けてはいけない。 

〇菊谷生涯学習スポーツ部長  いいえ、設けない。駐車場の要望があったんですけれどもね。 

〇小田原委員長  駐車場３台はあるよ。 

〇菊谷生涯学習スポーツ部長  台数の多い駐車場という話もあったんですけど、それについては、

祈祷所とか観光協会さんがやっている駐車場とかありますから。 

〇小田原委員長  このスペースで考えたら、このスペースでは、この中には……。だから、田ん

ぼを買うということなんです。 

〇水﨑委員  でも、駐車場があったほうが人は来ますよね。 

〇小田原委員長  田んぼをつくっている方に寄附してもらうとか。 

〇川上委員  でも、逆に、ここで車が見えちゃうとね。 

〇小田原委員長  ただ、田んぼは欲しい、残したいんだよな。こういう場所だから、田んぼは残

したい。電車で来て、こっちまで足を運んでもらうということだと考えて。 

〇石川教育長  その導線をうまくつくってもらうんだな。 

〇小田原委員長  そうだな。看板です。しゃれた看板。子どもたちに、そういう矢印の看板を募

集するとか、それでそういうのを使ってやることね。そうすると、子どもたちは自分にかかわ

ってくる。瑞穂だったか、橋の名前の表示を子どもたちにつくらせて、それをはめ込んだんで

すね。子どもたちは、橋とか川を大事にするというふうに気持ちが変わってくる。そういうこ

ともあるから、考え方としてはいろいろなことがあると思うんですね。そのほかにいかがです

か。 

〇米山生涯学習総務課長  そのへんは、展示室等、そういうところで子どもたちの展示と参加型

を考えていきたいと思っています。橋については、ちょっと厳しい。 

〇小田原委員長  橋ではなくて、矢印を子どもたちに募集する。 

〇米山生涯学習総務課長  それについては、また検討会のほうで。一番重要だと思いますので。 

〇小田原委員長  例えば、青梅はレトロのまちで売っているんだよね。そこに住吉神社があって、

そこを歌の道場みたいにしようというふうにして、そこで募集するわけですよ。市民はそこに

集まってくるわけですよ。そこは非常にいろいろ考えていますね。ただ、来てもらうだけでは、

お参りに来てもらうだけではなくて、まちを知ってもらう。それから、文化のまちにしていこ

うと。だから、八王子もそういうまちにしていこうというところで、ぜひ。 

〇米山生涯学習総務課長  わかりました。 

〇小田原委員長  ということでよろしいですか。たぶん来年はここにそういうものがいろいろ入
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ってくることを期待しています。 

〇米山生涯学習総務課長  十分お応えしたいと思います。コンサルにはきちんと伝えてあります

ので。 

〇小田原委員長  この業者に、もっと考えろと言ったら、いろいろ考えてくれると思う。これだ

けのものをつくるところだから。 

〇米山生涯学習総務課長  だいぶ私のほうからも言っているんです。 

〇小田原委員長  ということで、生涯学習総務課の報告は終わりました。 

   予定された事項は以上ですが、ほかに何かございますか。 

〇石垣学校教育部長  特にございません。 

〇小田原委員長  ないようでございます。   

   委員の皆さんからはいかがですか。 

では、特にないようでございますので、暫時休憩ということにいたします。 

休憩後は非公開となりますので、傍聴の方は御退室願います。 

【午後３時５４分休憩】 


